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は
じ
め
に

　

稿
者
は
以
前
、「
道
助
法
親
王
家
五
十
首
の
伝
本
に
つ
い
て
―
田
中
穣

氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
所
収
「
建
保
五
十
首
」
の
翻
刻
と
簡
校
―
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
八
、
二
〇
二
一
。
以
下
「
前
稿
」
と

称
す
る
）
に
お
い
て
、
道
助
法
親
王
家
五
十
首
の
一
伝
本
を
紹
介
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
本
五
十
首
の
基
礎
的
研
究
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
に
諸
本
を
分
類
し
た
上
で
、
善
本
と
み
ら
れ
る
田

中
本
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
伝
本
と
比
較
し
つ
つ
報
告
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　

前
稿
で
は
田
中
本
の
紹
介
を
中
心
と
し
、
ま
た
調
査
も
途
上
で
あ
っ
た

た
め
諸
本
全
体
に
亘
る
考
察
が
で
き
ず
、
調
査
を
継
続
し
て
続
稿
に
委
ね

る
旨
を
記
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
通
り
に
調
査
を
続
け
て
い
た
の
だ

が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
や
諸
般
の
事
情
も
あ
っ
て
、
完
遂
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
今
も
そ
の
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
い
の
だ
が
、

考
察
に
十
分
な
程
度
の
資
料
は
揃
っ
た
こ
と
で
あ
る
し
、
い
た
ず
ら
に
公

表
を
先
延
ば
し
に
し
て
も
見
解
が
大
き
く
相
違
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
ら
、
現
時
点
で
の
調
査
に
基
づ
く
報
告
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
道
助
法
親
王
家
五
十
首
の
伝
本
に
関
す
る
基
礎
的

整
理
の
結
果
を
報
告
す
る
。
ま
ず
諸
本
を
分
類
し
つ
つ
概
観
す
る
。
次
い

で
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
記
述
し
、
さ
ら
に
合
点
の
分
布
状
況
に
つ
い
て

述
べ
る
。

一
、
分
類
と
概
観

　

本
五
十
首
の
伝
本
は
、
残
欠
本
や
家
集
か
ら
の
抄
出
本
を
含
め
る
と
、

三
十
本
を
数
え
る
。
こ
の
中
に
は
所
在
が
不
明
確
な
も
の
も
あ
り
、
ま
た

目
録
等
で
は
一
見
し
て
本
五
十
首
の
伝
本
と
認
識
で
き
な
い
も
の
も
あ
ろ

う
か
ら
、
こ
の
数
字
は
多
少
増
減
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
他
に
古
筆

切
が
二
種
類
あ
る
が
、
一
方
は
既
に
詳
細
な
研
究
が
備
わ
り
、
も
う
一
方

は
一
葉
の
み
な
の
で
、
本
稿
で
は
対
象
と
し
な
）
1
（

い
。
こ
こ
で
は
完
本
の
う

ち
、
分
類
に
必
要
な
情
報
を
確
認
で
き
た
伝
本
に
限
っ
て
取
り
扱
）
（
（
う
。

　

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
本
は
書
式
の
違
い
に
よ
っ
て
、
大
ま
か
に

四
つ
の
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
確
認
で
き
て
い
る
伝
本

に
は
、
異
本
と
呼
べ
る
よ
う
な
著
し
い
相
違
を
有
す
る
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
の
で
、
こ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
伝
本
間
の
関
係
性
を
考
え
る
た
め
の

便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
示
し
た
分
類
と
そ
の
基
準
に
は
一
部
修

道
助
法
親
王
家
五
十
首
の
基
礎
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　

─
─
伝
本
分
類
・
本
文
・
合
点
を
中
心
に
─
─

太
田
　
克
也
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正
を
施
す
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
諸
本
を
分
類
し
直
し
、
そ

の
基
準
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
書
式
や
書
誌
の
面
か
ら
概
観
す
る
。

一－一
、
分
類
と
そ
の
基
準

　

諸
本
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
）
（
（

る
。

第
一
系
統

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
（
H
・
六
〇
〇
・
七

〇
七
）　

※
略
称
「
高
松
」

　

島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
（
一
三
九
・
五
五
）　

※
略
称

「
松
平
」

　

神
宮
文
庫
蔵
本
（
三
・
六
九
五
）　

※
略
称
「
神
点
」

　

丹
波
篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
蔵
本
（
二
四
〇
）　

※
略
称
「
青
光
」

　

穂
久
邇
文
庫
蔵
本　

※
略
称
「
穂
久
」

第
二
系
統

　

慶＊

應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
本
（
B
一
・
ト
二
四
六
・

一
）　

※
略
称
「
斯
道
」

　

天＊

理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
九
一
一
．
二
四
・
イ
九
五
）　

※

略
称
「
天
理
」

　

早＊

稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ヘ
〇
四
・
〇
八
一
三
七
）　

※
略
称
「
早

大
」

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
所
収
本
（
H
・

七
四
三
・
一
一
七
）　

※
略
称
「
田
中
」

　

実＊
＊

践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
本
（
A
三
四
五
）　

※
略
称

「
山
岸
」

　

名＊
＊

古
屋
大
学
附
属
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵
本
（
九
一
一
．
一
四
五
・
G
）

　

※
略
称
「
後
藤
」

　

多
和
文
庫
蔵
本
（
二
八
・
二
）　

※
略
称
「
多
和
」

　

天＊
＊
＊理

大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
点
取
和
歌
類
聚
所
収
本
（
九
一
．
二

九
・
イ
三
）　

※
略
称
「
天
類
」

　

樋＊
＊
＊口
芳
麻
呂
氏
蔵
点
取
和
歌
類
聚
所
収
本　

※
略
称
「
樋
口
」

　

松
井
明
之
氏
蔵
本　

※
略
称
「
松
井
」

第
三
系
統

　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
本
（
中
院
・
Ⅴ
Ⅰ
・
八
四
）　

※

略
称
「
京
大
」

　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
八
三
四
）　

※
略
称
「
宮
書
」

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
（
二
〇
一
・
二
七

三
）　

※
略
称
「
内
昌
」

第
四
系
統

　

国＊
＊
＊
＊立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
（
二
〇
一
・
二
六

八
）　

※
略
称
「
内
和
」

　

神＊
＊
＊
＊宮

文
庫
蔵
本
（
三
・
七
八
六
）　

※
略
称
「
神
宮
」

　

丹＊
＊
＊
＊波
篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
蔵
本
（
二
四
五
）　

※
略
称
「
青
道
」

　

群
書
類
従
巻
第
一
七
七
和
歌
部
三
十
二
所
収
本　

※
略
称
「
群
書
」

　

分
類
の
た
め
の
第
一
の
基
準
は
、
秋
部
の
擣
衣
幽
題
に
あ
る
二
首
の
歌

順
で
あ
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』（
底
本
は
高
松
）
に
拠
っ
て
示
す
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

 630 

た
え
だ
え
に
き
ぬ
た
の
音
ぞ
よ
わ
る
な
る
そ
な
た
の
風
や
ふ
き
か
は
る

ら
む
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 631 

ち
か
か
ら
ぬ
よ
そ
の
砧
も
お
と
づ
れ
ぬ
人
の
し
づ
ま
る
秋
の
よ
な
よ
な

　

こ
れ
が
正
順
で
あ
る
伝
本
を
以
て
第
一
系
統
と
し
、
逆
順
で
あ
る
伝
本

を
第
二
系
統
以
下
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
歌
順
に
は
、
正
逆
ど
ち
ら
が

正
し
い
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
は
掲
出
の
順
を

正
順
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
二
首
に
は
他
出
が

な
く
、
古
筆
切
に
も
当
該
歌
を
含
む
切
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
現

時
点
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
第
二
系
統
に
属
す
る

伝
本
に
時
代
を
遡
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
本

来
の
姿
を
留
め
て
い
る
の
は
逆
順
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

第
二
の
基
準
は
出
題
者
・
加
点
者
の
有
無
で
あ
る
。
田
中
に
拠
っ
て
示

す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

建
保
六
年
御
歳
廿
三　

出
題　

定
家
卿

　
　

御
点　
　

上
皇
後
鳥
羽
院
歟

　

こ
れ
を
有
す
る
伝
本
を
以
て
第
二
系
統
と
す
る
。
第
一
系
統
に
属
す
る

伝
本
も
出
題
者
・
加
点
者
を
持
つ
が
、
そ
の
前
に
御
詠
に
関
す
る
注
記
が

存
す
る
。
高
松
に
拠
っ
て
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

 

御
詠　

道
助
法
親
王
俗
名
長
仁　

仁
和
寺　

御
室
第
五
宮
号
光
台
寺

母
同
頼
仁
親
王
内
大
臣
信
清
女　
　
　
　
　

　
　

順
徳
院　

紀
号　
法
親
王
戊
寅
年

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
系
統
と
第
二
系
統
に
は
接
点
が
あ
る
も
の
の
、

や
は
り
区
別
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
群
書
に
も
出
題
者
・
加
点
者
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
を
作
成
す
る
際
、
主
に
第
二
系
統
に
属
す
る

本
を
利
用
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
二‒四
節
参
照
）
の
で
、
第
二
系

統
に
は
分
類
し
な
か
っ
た
。

　

第
三
の
基
準
は
秋
部
の
山
家
月
題
の
下
に
付
さ
れ
る
注
記
の
有
無
で
あ

る
。
京
大
に
拠
っ
て
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　

家続千
に
五
十
首
哥
よ
み
侍
け
る
に
山
家
入
ー
ー
道
助

　
　

 

と
ふ
人
も
あ
ら
し
吹
そ
ふ
み
山
へ
に
木
葉
わ
け
く
る
秋
の
よ
の
月
不

審
云
々

　

こ
れ
を
有
す
る
伝
本
を
以
て
第
三
系
統
と
す
る
。
こ
れ
は
今
の
と
こ
ろ

他
系
統
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
注
記
で
あ
る
。
そ
し
て
残
っ
た
伝
本
を

以
て
第
四
系
統
と
す
る
。

　

以
上
が
諸
本
を
分
類
す
る
た
め
の
簡
便
な
基
準
で
あ
る
。
こ
の
基
準
に

拠
れ
ば
、
今
回
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
伝
本
も
い
ず
れ
か
の
系

統
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
写
本
の
場
合
、
書
式
は
容
易
に
変

更
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
本
文
や
合
点
な
ど
も
併
せ
て
確
認
し
た
上
で
、

ど
の
系
統
に
属
す
る
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

一－二
、
概
観

　

書
式
や
書
誌
の
面
か
ら
諸
本
を
概
観
す
る
。
た
だ
し
冒
頭
に
述
べ
た
事

情
に
よ
り
実
見
で
き
て
い
な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
詳
細
な
書
誌
を
記
述

す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
さ
れ
た
い
。
表
1
に
は
、

分
類
に
用
い
た
基
準
に
加
え
て
、
主
要
な
書
式
を
一
覧
に
し
て
示
し
）
（
（

た
。

以
下
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
述
べ
る
。

　

第
一
系
統
に
属
す
る
伝
本
は
五
本
あ
る
。
こ
の
う
ち
青
光
・
穂
久
・
松

平
は
「
道
）
（
（

久
」
の
署
名
が
あ
る
本
を
祖
本
と
し
、
高
松
・
神
点
は
祖
本
に

つ
い
て
の
情
報
を
持
た
な
い
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
書
写
と
見
ら
れ

る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
青
光
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
烏
丸
光
広
筆

本
を
、
穂
久
は
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
飛
鳥
井
雅
章
筆
本
を
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
高
松
や
松
平
の
所
蔵
者
を
も
考
慮
す
る
と
、
こ
の
系
統
の

伝
本
は
近
世
堂
上
公
家
周
辺
に
存
在
し
た
本
か
ら
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
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と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

主
要
な
書
式
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
神
点
は
や
や
違
い
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
の
系
統
の
書
式
を
削
ぎ
落
と
し
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
か
ら
、
そ

う
隔
た
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
系
統
に
特
徴
的
な
の
は
、
末
尾
に
「
良

宗
案
」
で
始
ま
る
後
鳥
羽
院
に
つ
い
て
の
注
記
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

出
題
者
・
加
点
者
の
前
に
あ
る
「
御
詠
」
に
関
す
る
注
記
も
こ
の
系
統
に

の
み
見
ら
れ
る
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
一
具
の
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
な
お
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
良
宗
の
素
性
は
未
だ
明
ら
か
で

な
く
、
道
久
と
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

　

各
本
の
特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
高
松
は
最
勝
四
天
王
院
障

子
和
歌
と
合
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
斯
道
と
共
通
す
る
た
め
、
両
本
に

何
ら
か
の
関
連
を
疑
い
た
く
な
る
が
、
書
式
や
異
同
な
ど
を
見
る
に
同
一

の
本
か
ら
発
生
し
た
と
は
考
え
難
い
。
松
平
は
合
点
が
行
路
梅
題
辺
り
か

ら
長
短
の
区
別
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
本
文
に
は
異
同
が
注

記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
本
に
拠
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
神

点
は
歌
）
（
（

順
が
79
脱
、
 109
脱
、
291
脱
、
357
・
356
（
た
だ
し
訂
正
注
記
あ

り
）、
370
脱
、
658
脱
と
な
っ
て
い
る
。
青
光
は
南
）
7
（

可
（
良
玄
）
の
一
校
識

語
を
有
す
る
も
の
で
、
歌
順
に
乱
れ
が
あ
り
646
・
647
・
645
、
665
・
664
、

696
・
697
・
698
・
695
、
716
・
717
・
715
、
790
脱
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
系
統
に
属
す
る
伝
本
は
十
本
あ
る
。
こ
の
う
ち
斯
道
・
天
理
・
早

大
と
天
類
・
樋
口
は
、
歌
順
や
本
文
な
ど
の
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の

本
よ
り
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
山
岸
・
後
藤
も
書
式
や
本
文
な

ど
の
点
か
ら
同
様
の
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
も
し
か
し
た
ら
直
接
の
関
係

に
あ
る
本
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
系
統
に
は
田
中
の
よ
う
に
室
町

時
代
に
遡
る
古
写
本
が
あ
る
ほ
か
、
本
奥
書
か
ら
同
時
代
に
存
在
し
た
写

本
を
祖
と
す
る
と
わ
か
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
田
中
は
文
明
十
四
年

（
一
四
八
二
）
の
書
写
、
多
和
は
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）、
天
類
・
樋

口
は
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
の
本
奥
書
を
持
ち
、
松
井
は
覚
道
法
親
王

（
一
五
〇
〇
―
一
五
二
七
）
を
伝
称
筆
者
と
す
る
。
諸
本
の
中
で
は
比
較

的
古
い
時
期
に
遡
り
得
る
系
統
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

書
式
は
伝
本
に
よ
っ
て
細
か
な
差
が
見
ら
れ
る
。
系
統
全
体
の
祖
本
に

当
た
る
伝
本
か
ら
ば
ら
ば
ら
に
派
生
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
本
文
異
同
が
様
々
に
あ
る
こ
と
（
二‒二
節
参
照
）
か
ら

も
支
持
さ
れ
る
。
こ
の
系
統
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
、
合
点
の
長

短
を
区
別
す
る
伝
本
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』

で
は
合
点
の
長
短
の
別
が
な
い
伝
本
を
利
用
し
て
い
た
た
め
こ
の
点
が
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
本
の
末
尾
に
付

さ
れ
る
後
鳥
羽
院
の
勅
書
に
よ
れ
ば
長
短
を
区
別
す
る
の
が
本
来
の
姿
な

の
で
あ
る
。（
本
）
奥
書
か
ら
時
代
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
合
わ
せ

て
、
古
態
を
留
め
る
伝
本
に
期
待
で
き
る
系
統
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ

う
。

　

各
本
の
特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
）
8
（

る
。
山
岸
は
文
政
元
年
（
一
八

一
八
）
書
写
の
奥
書
を
持
ち
、
歌
順
を
777
－
779
・
776
と
す
る
が
訂
正
記
号

が
あ
る
。
後
藤
と
と
も
に
異
同
が
注
記
し
て
あ
り
、
松
井
の
本
文
と
一
致

す
る
箇
所
が
多
い
が
、
現
存
す
る
本
文
に
見
ら
れ
な
い
異
同
も
あ
る
。
松

井
は
現
巻
子
装
で
あ
る
が
元
は
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
歌
順
に

か
な
り
乱
れ
が
あ
り
、
（8
・
（7
、
115
脱
、
125
脱
、
128
・
127
、
138
・
137
、
159

脱
、
233
脱
、
304
脱
、
371
・
370
、
518
・
517
、
559
脱
、
607
脱
、
608
脱
、
649
・

648
、
朝
時
雨
題
歌
脱
、
849
・
848
と
な
っ
て
い
る
。
斯
道
・
天
理
・
早
大

は
歌
順
が
450
脱
（
斯
道
・
天
理
）、
598
・
597
（
斯
道
）、
746
・
745
、
1029
・
1028
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と
な
っ
て
い
る
。
斯
道
は
久
曽
神
昇
氏
旧
蔵
）
9
（

本
、
天
理
は
九
条
家
）
（1
（

本
で
あ

る
。
早
）
（（
（
大
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
書
写
の
奥
書
を
有
し
、
元
禄
十

一
年
（
一
六
九
八
）
に
多
和
に
見
ら
れ
る
本
奥
書
を
有
す
る
本
に
よ
っ
て

朱
の
校
合
・
訂
正
を
施
す
。
多
和
は
傍
書
や
書
き
入
れ
が
多
数
あ
る
。
そ

れ
は
識
語
に
よ
れ
ば
、
朱
に
よ
る
校
）
（1
（
合
と
明
治
時
代
の
群
書
類
従
本
と
の

異
同
の
注
記
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
。
そ
れ
が
書
写
者
の
所
為
な
の
か
親
本
由
来
の
も
の
で
あ
る
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
天
）
（1
（

類
・
樋
口
は
点
取
和
歌
類
聚
所
収
本
で
、
歌
順
が
153
・

152
、
392
・
391
、
536
脱
、
609
脱
、
809
・
807
・
808
（
樋
口
）、
1000
脱
と
な
っ
て

い
る
。

　

第
三
系
統
に
属
す
る
伝
本
は
三
本
あ
る
。
い
ず
れ
も
奥
書
が
な
い
た

め
、
い
か
な
る
本
か
ら
出
た
の
か
は
わ
か
ら
ず
、
相
互
に
関
係
が
あ
る
か

ど
う
か
も
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
主
要
な
書
式
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
本
文

的
に
も
共
通
す
る
異
文
を
有
す
る
（
二‒三
節
参
照
）
こ
と
か
ら
、
同
一

の
祖
本
を
想
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
歌
順
の
乱
れ
は
見
ら
れ
な

い
。

　

書
式
の
点
で
こ
の
系
統
に
特
徴
的
な
の
は
、
一‒一
節
で
分
類
基
準
の

第
三
と
し
た
、
秋
部
の
山
家
月
題
の
下
に
あ
る
注
記
の
存
在
で
あ
る
。
こ

れ
は
本
五
十
首
で
は
道
助
法
親
王
の
歌
が
「
山
里
は
軒
ば
の
み
ね
の
た
か

け
れ
ば
松
の
は
な
が
ら
月
ぞ
ふ
け
ゆ
く
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
続
千
載
集

（
秋
下
・
五
〇
一
）
で
は
次
の
よ
う
に
一
首
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と

を
不
審
に
思
い
注
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
）
（1
（
る
。

　
　
　

家
五
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
山
家
月　

入
道
二
品
親
王
道
助

　
　

 

と
ふ
人
も
あ
ら
し
吹
き
そ
ふ
み
や
ま
べ
に
木
の
は
分
け
く
る
秋
の
よ

の
月

　

す
る
と
こ
の
系
統
は
続
千
載
集
の
成
立
（
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
返

納
）
以
降
に
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
続
千
載
集
以

降
の
集
付
が
見
ら
れ
る
の
で
、
実
際
に
は
よ
り
後
の
時
代
に
派
生
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
出
題
者
・
加
点
者
を
落
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

に
他
出
と
の
照
合
ま
で
行
っ
て
い
る
の
を
考
え
る
と
、
そ
の
時
点
の
親
本

の
段
階
で
既
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

各
本
の
特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
京
大
は
合
点
の
長
短
を
書

き
分
け
て
い
る
。
宮
書
は
書
陵
部
に
よ
れ
ば
霊
元
天
皇
宸
筆
の
外
題
を
持

つ
御
所
本
で
あ
る
。
京
大
・
宮
書
・
内
昌
全
て
に
共
通
す
る
傍
書
が
あ
る

が
、
松
井
系
の
本
に
一
致
す
る
も
の
と
そ
れ
以
外
の
本
に
よ
る
も
の
と
が

あ
る
。

　

第
四
系
統
に
属
す
る
伝
本
は
四
本
あ
る
。
こ
の
う
ち
内
和
・
青
道
・
神

宮
は
歌
順
や
書
式
の
点
か
ら
同
一
の
本
よ
り
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
群

書
は
一
部
書
式
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
歌
順
と
本
文
か
ら
見
て
こ
の
系
統

に
分
類
し
て
よ
い
と
思
う
。
と
い
う
の
も
群
書
は
末
尾
に
「
以
両
本
校
正

了
」
と
あ
り
、
複
数
の
本
を
取
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
系
統
の
伝
本
は
総
じ
て
歌
順
が
9（
・
9（
で
あ
り
（
ま
た
は
そ
う

す
る
よ
う
に
指
示
す
る
記
号
が
あ
る
）、
こ
れ
は
他
の
系
統
に
は
見
ら
れ

な
い
。
従
っ
て
群
書
の
底
本
は
こ
の
系
統
の
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
書
式
や
本
文
異
同
か
ら
考
え
る
に
、
主
に
第
二
系
統
の
伝
本

を
用
い
て
作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
書
式
に
違
い
が
出
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
い
ず
れ
も
新
続
古
今
集
（
永
享
十
一
年
（
一
四
三

九
）
返
納
）
の
集
付
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
に
派
生
し
た
系
統
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

主
要
な
書
式
を
他
の
系
統
と
比
べ
る
と
、
出
題
者
・
加
点
者
や
第
一
・
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第
三
系
統
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
注
記
を
持
た
な
い
な
ど
、
あ
っ
さ
り
し
て

い
る
印
象
を
受
け
る
。
注
記
は
後
人
の
も
の
で
あ
る
が
、
出
題
者
・
加
点

者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
本
来
有
す
る
も
の
を
削
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

元
々
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
合
点
数
が
比

較
的
よ
い
方
で
あ
り
、
古
態
を
残
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
後
者

で
は
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　

各
本
の
特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
内
和
・
青
道
・
神
宮
の
歌

順
は
、
前
述
の
箇
所
を
除
く
と
、
70
・
（9
、
7（
脱
（
神
宮
）、
79
脱
（
神

宮
）、
122
・
121
（
内
和
。
神
宮
は
訂
正
注
記
あ
り
）、
165
・
164
（
神
宮
は
164

脱
）、
192
脱
（
神
宮
）、
391
脱
（
神
宮
）、
531
脱
（
神
宮
）、
604
脱
（
神

宮
）、
677
脱
（
神
宮
）、
713
・
712
、
738
・
737
、
1047
・
1048
・
1046
、
1085
・
1086
・
1084

と
な
っ
て
い
る
。
青
道
は
青
光
と
同
じ
く
南
可
が
一
校
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。
神
宮
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
書
写
の
奥
書
を
有
す
る
。

二
、
本
文
の
特
徴

　

諸
本
の
分
類
を
踏
ま
え
、
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。
目
録
及
び

春
部
に
対
し
、
田
中
の
本
文
を
基
準
と
し
て
異
同
を
確
認
し
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
全
体
に
亘
っ
て
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
春
部
だ
け
で
も
二
十
二
人

×
十
二
首
＝
二
六
四
首
と
、
百
首
歌
二
つ
半
以
上
の
分
量
が
あ
る
の
で
、

お
お
よ
そ
の
傾
向
は
見
て
取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
以
上
範
囲
を

広
げ
た
と
し
て
も
、
多
少
の
修
正
は
要
し
て
も
大
幅
な
変
更
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
量
が
あ
れ
ば
考
察
に
は
十
分

で
あ
ろ
う
。

　

異
同
の
確
認
に
際
し
て
は
以
下
の
よ
う
に
し
た
。
意
味
の
異
な
ら
な
い

漢
字
の
違
い
や
漢
字
・
仮
名
の
宛
て
方
の
相
違
は
採
ら
な
か
っ
た
。
本
文

が
見
せ
消
ち
や
重
書
な
ど
に
よ
り
訂
正
し
て
あ
る
場
合
は
、
訂
正
後
の
本

文
に
よ
っ
て
比
較
し
た
。
集
付
は
対
象
と
し
た
が
傍
書
の
本
文
は
異
同
に

含
め
な
か
っ
た
。
た
だ
し
以
上
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
文
の

分
類
に
関
係
し
そ
う
で
あ
っ
た
り
他
本
の
異
文
と
関
わ
っ
た
り
し
そ
う
な

も
の
は
採
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
書
写
者
の
癖
に
よ
り
判
読
に
微
妙

な
文
字
が
あ
る
と
き
は
、
他
本
に
異
同
が
な
い
箇
所
で
あ
れ
ば
基
準
本
文

と
同
様
に
読
ん
だ
。
以
上
の
方
法
に
よ
っ
て
調
査
し
た
異
文
の
数
を
示
し

た
の
が
表
2
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
も
用
い
な
が
ら
述
べ
て
ゆ
く
。

　

本
文
の
掲
出
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
の
便
を
考
慮
し
、W

eb

や
影
印

な
ど
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
）
（1
（

本
に
依
拠
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
た
。

そ
れ
が
な
い
場
合
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
紙
焼
写
真
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
が
収
め
ら
れ
て
い
る
）
（1
（
本
に
、
次
い
で
各
所
蔵
者
か
ら
頒
布
さ
れ
た
紙

焼
写
真
に
拠
っ
た
。
従
っ
て
本
稿
で
本
文
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
本
を
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
思
を
示
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
な
お
掲
出
の
際
は
漢
字
と
仮
名
の
違
い
が

あ
っ
て
も
ま
と
め
て
示
し
た
。

二－一
、
第
一
系
統

　

ま
ず
第
一
系
統
に
特
有
の
本
文
を
確
認
す
る
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝

本
全
て
に
共
通
す
る
異
文
を
高
松
に
拠
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
）
（1
（

る
。

・
＄
（（
ま
の
ゝ
つ
き
は
し
―
ま
ゝ
の
つ
き
橋

・
130
陰
う
つ
す
―
か
け
う
す
き

・
＄
174
雲
ゐ
の
か
り
そ
―
雲
ゐ
の
か
り
の

・
＄
196
初
さ
く
ら
花
―
初
さ
く
ら
哉

　

こ
の
う
ち
他
の
系
統
に
見
え
な
い
独
自
の
共
通
異
文
は
130
の
み
で
あ
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る
。
こ
れ
は
初
・
二
句
の
「
か
け
う
つ
す
き
し
の
あ
を
や
き
」
の
「
つ
」

を
見
落
と
し
て
「
き
」
を
重
複
し
て
見
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た

異
同
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
系
統
の
伝
本
で
こ
の
誤
写
が
生
じ
て
い
な
い

も
の
が
出
て
き
た
場
合
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
し
兼
ね
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
こ
の
系
統
の
過
半
の
伝
本
に
共
通
す
る
異
文
を
伝
本
の
多
い
順
に

掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
）
（1
（
る
。

高
松
・
松
平
・
神
点
・
青
光

・ 

139
枕
急
か
す
―
枕
本

　

か
す
（
高
松
）
枕（
マ
マ
）

　

か
す
（
松
平
）
枕
本
ノ
マ
ヽ

　

か
す

（
神
点
）
枕
本
ノ

　

か
す
（
青
光
）

高
松
・
松
平
・
青
光
・
穂
久

・
同
御
点
数
付
之
―
同
御
点
数

・ 

御
詠
―（
以
下
ノ
傍
書
ア
リ
）
仁
和
寺
御
室
道
助
法
親
王
号
光
台
寺
後

鳥
羽
院
第
五
皇
子
（
高
松
）
仁
和
寺
御
室
道
助
法
親
王
号
光
台
寺
宮
後

鳥
羽
院
第
五
皇
分
（
マ
マ
）（

松
平
）
仁
和
寺
御
室
道
助
法
親
王
号
光
台
院
宮
後

鳥
羽
院
第
五
皇
□（
マ
マ
）

　

子
（
青
光
）
仁
和
寺
御
室
道
助
法
親
王
号
光
台
寺

宮
後
鳥
羽
院
第
五
皇
子
（
穂
久
）

・
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
―
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
号
一
条
相
国

・ 

法
印
権
大
僧
都
幸
清
―（
以
下
ノ
傍
書
ア
リ
）
善
法
寺
曩
祖
為
顕
昭
歌

門
弟

・
＄
109
み
し
か
き
夜
半
に
―
み
し
か
き
よ
は
の

高
松
・
松
平
・
青
光

・
＄
（（
う
ち
き
え
し
―
う
ち
き
ら
）
（1
（
し

高
松
・
松
平
・
穂
久

・
＄
178
（
集
付
）
ナ
シ
―
続
古

・
＄
194
ふ
る
き
枝
折
そ
―
ふ
か
き
し
を
り
そ

・
＄
208
春
は
も
ち
ひ
ぬ
―
春
は
も
ち
ゐ
ぬ

高
松
・
神
点
・
穂
久

・
＄
俊
禅
―
俊
孫

・
248
み
つ
と
も
い
は
し
―
み
つ
と
も
い
は
ゝ

松
平
・
神
点
・
青
光

・
＄
148
ふ
る
野
の
か
り
い
ほ
―
ふ
る
の
か
り
庵

松
平
・
青
光
・
穂
久

・
＄
133
岸峯
の
白
雲
―
峯
の
白
雲

　

次
に
系
統
内
の
本
文
の
関
係
性
を
確
認
す
る
。
表
3
は
、
系
統
内
の
他

本
と
一
致
す
る
異
文
の
う
ち
、
全
伝
本
に
共
通
す
る
異
文
を
除
い
た
数
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
平
・
青
光
の
一
致
数
の
多
さ

が
際
立
っ
て
い
る
。
こ
の
数
値
の
う
ち
二
十
四
例
は
、
松
平
・
青
光
に
の

み
見
ら
れ
る
固
有
の
共
通
異
文
で
あ
る
。
両
本
は
「
道
久
」
の
署
名
が
あ

る
本
を
祖
と
す
る
点
で
共
通
す
る
こ
と
を
一‒二
節
で
述
べ
た
が
、
近
い

位
置
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
点
・
青
光
は
一
致
数
が
二
番
目
に

多
い
が
、
こ
れ
は
二
例
を
除
い
て
集
付
で
あ
る
の
で
、
両
本
の
和
歌
本
文

に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か
ど
う
か
は
、
夏
部
以
降
も
見
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。
こ
の
他
に
特
定
の
二
本
の
関
係
に
取
り
立
て
て
密
接
な
も
の

は
見
当
た
ら
な
い
。

　

続
い
て
各
本
の
本
文
の
性
格
を
確
認
す
る
。
表
2
に
よ
れ
ば
、
基
準
本

文
で
あ
る
田
中
と
の
異
文
の
数
は
、
穂
久
が
二
十
七
例
で
最
も
少
な
く
、

高
松
の
三
十
二
例
が
続
き
、
そ
の
他
は
穂
久
の
二
倍
以
上
あ
る
。
穂
久
・

高
松
は
他
の
系
統
の
伝
本
と
比
べ
て
も
低
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
歌
順

や
書
式
に
お
い
て
明
ら
か
な
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
的
に

は
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。（
イ
）
は
穂
久
が
最
も
少
な
く
、
安
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定
し
た
本
文
を
有
し
て
い
る
一
方
、
神
点
・
青
光
は
他
系
統
の
伝
本
と
比

較
し
て
も
数
が
多
く
、
単
純
な
誤
り
に
よ
る
も
の
が
目
立
つ
。（
ロ
）
は

前
述
し
た
松
平
・
青
光
に
固
有
の
共
通
異
文
数
が
影
響
し
て
、
両
本
の
数

値
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
系
統
内
に
共
通
す
る
異
文
は
、
共
通
す
る
伝
本

数
が
多
け
れ
ば
そ
の
系
統
に
特
有
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特

定
の
伝
本
に
限
ら
れ
る
場
合
は
誤
写
や
改
変
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
気
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
ハ
）
は
神
点
が
十
例
あ
る
の
が

目
立
っ
て
い
る
。
書
式
の
面
で
も
こ
の
系
統
に
属
す
る
他
本
と
は
や
や
違

い
が
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
の
時
点
で
他
系
統
と
の
接
触
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
系
統
の
伝
本
と
し
て
用
い
る
の
は
穂
久
・

高
松
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
各
本
の
独
自
異
文
と
系
統
内
の
複
数
伝
本
に
固

有
の
共
通
異
文
数
が
少
な
く
、
こ
の
系
統
本
来
の
本
文
を
表
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
独
自
異
文
は
穂
久
の
方
が
少
な
い
の
で
、
本

文
の
安
定
度
は
穂
久
の
方
が
高
そ
う
に
思
え
る
が
、
前
稿
の
簡
校
に
示
し

た
よ
う
に
本
文
の
所
々
に
空
白
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
一

つ
の
伝
本
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
伝
本
を
比
べ
見
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
高
松
も
併
せ
て
使
う
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

二－二
、
第
二
系
統

　

ま
ず
第
二
系
統
に
特
有
の
本
文
を
確
認
す
る
。
本
稿
で
は
こ
の
系
統
に

属
す
る
田
中
を
基
準
本
文
と
し
て
お
り
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝
本
全
て

に
共
通
す
る
異
文
と
い
う
の
は
存
在
し
得
な
い
た
め
、
田
中
を
除
い
た
過

半
の
伝
本
が
共
通
し
て
有
す
る
異
文
を
示
す
。
た
だ
し
一‒二
節
で
述
べ

た
よ
う
に
、
こ
の
系
統
に
は
同
一
の
本
か
ら
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
ま
と
め
て
一
つ
と
数
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ

れ
を
共
通
す
る
伝
本
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
多
和
・
天
類
・
樋
口
・
松
井

・
＄
114
（
集
付
）
続
後
―
ナ
シ

・
＄
264
川
浪
お
も
き
―
川
な
み
お
し
き

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
多
和
・
天
類
・
樋
口

・
＄
246
（
集
付
）
同
―
ナ
シ

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
天
類
・
樋
口
・
松
井

・
＄
132
う
き
草
を
―
う
き
草
は

・
＄
133
岸峯
の
白
雲
―
嶺
の
白
雲

・
＄
153
（
集
付
）
続
拾
―
ナ
シ

・
＄
221
花
の
し
ら
浪
―
花
の
し
か
ら
み

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
多
和
・
松
井

・
＄
（
（
集
付
）
新
後
撰
―
ナ
シ

・
＄
（
（
集
付
）
続
後
―
ナ
シ

・
＄
143
（
集
付
）
新
拾
―
ナ
シ

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
樋
口
・
松
井

・
81
風
を
は
た
の
む
―
風
を
そ
頼
む

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
天
類
・
樋
口
・
松
井

・
＄
184
色
に
う
つ
ろ
ふ
―
色
そ
う
つ
ろ
ふ

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
多
和
・
天
類
・
樋
口
・
松
井

・
＄
131
神
な
み
の
―
神
な
ひ
の

天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
多
和
・
松
井

・
＄
234
花
は
さ
へ
え
ぬ
―
花
は
さ
え
ゝ
ぬ

山
岸
・
後
藤
・
多
和
・
天
類
・
樋
口
・
松
井
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・
＄
（（
ま
の
ゝ
つ
き
は
し
―
ま
ゝ
の
つ
き
は
し

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
多
和

・
＄
越
後
法
橋
俊
暹
子
八
幡
法
師
仁
隆
弟
子
―
ナ
シ

・
＄
（9
し
も
と
ゆ
ふ
―
し
も
と
い
ふ

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
天
類
・
樋
口

・
＄
9（
（
集
付
）
続
古
―
ナ
シ

・
＄
183
（
集
付
）
続
古
―
ナ
シ

・
＄
224
（
集
付
）
同
―
ナ
シ

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
松
井

・
＄
（
（
集
付
）
続
後
―
ナ
シ

・
＄
（（
（
集
付
）
続
古
―
ナ
シ

・
110
さ
き
し
よ
り
―
ち
り
し
よ
り

斯
道
・
天
理
・
早
大
・
天
類
・
樋
口
・
松
井

・
＄
114
遅
く
と
く
―
遅
く
と
）
11
（

き

斯
道
・
天
理
・
多
和
・
松
井

・
＄
260
下
く
ゝ
る
と
も
―
し
た
く
る
ゝ
共

山
岸
・
後
藤
・
多
和
・
松
井

・
＄
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
―
ナ
シ

山
岸
・
後
藤
・
天
類
・
樋
口
・
松
井

・
＄
77
し
つ
の
か
き
ね
も
―
し
つ
か
垣
ね
も

多
和
・
天
類
・
樋
口
・
松
井

・
＄
（（
霞
そ
わ
た
す
―
霞
そ
渡
る

・
＄
141
し
ら
れ
け
る
―
し
ら
れ
け
り

・
203
花
も
と
ま
ら
す
―
花
も
と
ま
ら
ぬ

　

集
付
を
含
め
て
い
る
た
め
そ
れ
が
目
立
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
本
文

の
異
同
は
一
定
数
存
す
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
異
同
箇
所
は
、
見
方
を
変
え

れ
ば
田
中
の
本
文
が
少
数
派
で
あ
っ
た
り
独
自
異
文
で
あ
っ
た
り
す
る
箇

所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
＄
の
付
い
た
も
の
は
、
他
系

統
の
伝
本
に
も
異
文
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
、
田
中
の
本
文
に
お
い
て
問
題
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が

あ
る
。

　

次
に
系
統
内
の
本
文
の
関
係
性
を
確
認
す
る
。
表
4
は
表
3
と
同
じ
要

領
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
類
・
樋
口
の
数
値
が
極

め
て
高
く
、
斯
道
・
天
理
・
早
大
の
一
致
数
も
か
な
り
多
い
方
で
あ
る
。

一‒二
節
で
は
書
式
や
書
誌
の
面
か
ら
天
類
・
樋
口
と
斯
道
・
天
理
・
早

大
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
祖
本
を
想
定
し
た
が
、
本
文
の
面
か
ら
も
そ
れ

が
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
山
岸
・
後
藤
も
一
致
数
が
こ
の
中
で
は

比
較
的
多
く
、
異
同
を
注
記
す
る
傍
書
も
概
ね
同
じ
く
書
写
し
て
い
る
の

で
、
同
一
の
本
か
ら
出
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
ま
た
斯
道
・
天
理
・
早
大

と
山
岸
・
後
藤
、
斯
道
・
天
理
・
早
大
と
松
井
の
間
に
や
や
近
さ
が
窺
え

る
。

　

続
い
て
各
本
の
本
文
の
性
格
を
確
認
す
る
。
表
2
に
よ
れ
ば
、
基
準
本

文
と
の
異
文
の
数
は
山
岸
・
後
藤
・
多
和
が
比
較
的
低
い
数
値
を
示
し
て

い
る
一
方
、
早
大
・
天
類
・
樋
口
・
松
井
は
三
桁
に
及
ん
で
い
て
か
な
り

距
離
が
あ
る
。
し
か
も
意
外
な
こ
と
に
、
山
岸
・
後
藤
・
多
和
の
数
値
も

第
一
系
統
の
穂
久
・
高
松
と
比
べ
る
と
高
い
の
で
あ
り
、
書
式
の
面
で
は

田
中
と
同
一
系
統
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
距
離
が
生

じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。（
イ
）
は
松
井
が
他
系
統
の
伝
本
を
含
め
て
も

最
も
多
い
。
た
だ
し
そ
の
異
文
に
は
単
な
る
誤
写
で
は
生
成
し
得
な
い
よ

う
な
も
の
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
松
井
の
本
文
が
乱
れ
て
い
る
と
は
言
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え
な
い
。
そ
の
他
は
一
桁
台
の
伝
本
が
多
い
の
で
、
各
本
自
体
の
本
文
は

安
定
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。（
ロ
）
は
祖
本
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
ら

れ
る
天
類
・
樋
口
と
斯
道
・
天
理
・
早
大
が
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
数
値
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
伝
本
も
、
伝
本
全
体
で
見
れ
ば
中
間
く
ら

い
で
あ
る
が
、
数
の
少
な
い
第
一
系
統
の
穂
久
・
高
松
と
比
べ
る
と
多

い
。
第
二
系
統
の
伝
本
に
は
「
右
、
件
写
本
不
審
繁
多
也
、
不
能
用
捨
模

之
畢
」（
多
和
の
明
応
奥
書
）
と
か
「
正
本
依
無
其
実
文
字
未
変
之
間
、

少
々
者
改
之
処
々
者
書
残
畢
」（
樋
口
の
大
永
奥
書
）
な
ど
と
記
す
も
の

が
あ
っ
て
、
ど
う
も
室
町
時
代
に
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
本
文
は
あ
ま

り
状
態
が
よ
く
な
か
っ
た
節
が
あ
る
。
こ
の
系
統
の
異
文
数
が
多
い
の
は

そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。（
ハ
）
は
松
井
が
や
や
目
立
つ
程

度
で
、
単
独
で
他
系
統
の
伝
本
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
多
和
は
次
の
よ
う
な
例
か
ら
田
中
と
の
関
係
が
窺
え
る
。

・ 

230 

降
そけ〻
ふ
雨
の
―
ふ
るり
け
〻

ふ
〻

雨

そ

の

　

田
中
が
「
降
け
ふ
雨
の
」
を
見
せ
消
ち
傍
書
し
て
「
降
そ
ふ
雨
の
」
と

す
る
と
こ
ろ
、
多
和
は
「
ふ
る
け
ふ
雨
の
」
と
書
い
た
後
見
せ
消
ち
傍
書

し
て
「
ふ
り
そ
ふ
雨
の
」
と
し
て
い
る
。（
多
和
の
見
せ
消
ち
傍
書
が
な

さ
れ
た
時
期
は
不
明
。）
他
に
「
け
ふ
」
と
す
る
本
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら

れ
な
い
か
ら
、「
け
ふ
」
が
一
致
す
る
の
は
特
殊
で
あ
る
。
多
和
が
「
ふ

る
け
ふ
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
田
中
の
よ
う
に
「
降
け
ふ
」
と
な
っ
て

い
た
本
文
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
写
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
多
和

は
題
目
録
の
「
題
」
の
下
に
や
や
小
字
で
「
建
保
五
十
首
」
と
あ
っ
て
、

田
中
の
外
題
と
一
致
す
る
。
多
和
は
前
述
の
よ
う
に
明
応
七
年
の
本
奥
書

を
有
し
、
田
中
の
書
写
年
時
と
時
代
が
近
い
。
も
し
か
し
た
ら
両
本
の
親

本
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
世
代
の
本
は
同
じ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
多
和
は
前
掲
の
明
応
奥
書
で
親
本
の
本
文
に
不
審
な
箇
所
が
多
く

そ
の
ま
ま
写
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
（
実
際
に
単
純
な
誤
り
が
多

い
）、
本
文
の
比
較
に
よ
っ
て
関
係
性
を
検
討
す
る
の
は
難
し
い
。

　

こ
の
系
統
の
伝
本
と
し
て
用
い
る
の
は
、
以
前
か
ら
田
中
が
よ
い
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
複
数
の
本
を
併
せ

見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
回
見
た
よ
う
に
、
田
中
の
本
文
に
誤
り
が

あ
り
そ
う
な
箇
所
が
あ
っ
た
り
、
同
じ
系
統
に
属
す
る
伝
本
で
あ
っ
て

も
、
本
文
も
同
一
で
あ
る
と
は
見
做
せ
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
系
統
の
伝
本
は
そ
れ
ぞ
れ
書
式
に
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
思
い
合

わ
さ
れ
る
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝
本
全
体
に
共
通
す
る
祖
本
は
近
い
世

代
に
は
な
く
、
早
い
段
階
で
ば
ら
ば
ら
に
派
生
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

二－三
、
第
三
系
統

　

ま
ず
第
三
系
統
に
特
有
の
本
文
を
確
認
す
る
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝

本
全
て
に
共
通
す
る
異
文
を
京
大
に
拠
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・（
題
目
録
題
）
ナ
シ
―
光
台
院
殿
五
十
首
和
歌

・
＄
同
御
点
数
付
之
―
ナ
シ

・
＄
（
作
者
目
録
題
）
五
十
首
和
歌
―
ナ
シ

・
＄
（
公
経
ノ
歌
数
）
九
首
―
八九
首

・（
実
氏
ノ
歌
数
）
七
首
―
八七
首

・（
雅
経
ノ
歌
数
）
十
九
首
―
十
六九
首

・
＄
（
知
家
ノ
歌
数
）
二
首
―
三
首

・（
行
能
ノ
歌
数
）
一
首
―
二
首
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・
＄
越
後
法
橋
俊
暹
子
八
幡
法
師
仁
隆
弟
子
―
ナ
シ

・
＄
（
隆
昭
ノ
歌
数
）
十
六
首
―
十
四六
首

・
＄
（
経
乗
ノ
歌
数
）
五
首
―
四
首

・
＄
（
秀
能
ノ
歌
数
）
廿
八
首
―
廿
六八
首

・
＄
（（
集
付
）
新
後
撰
―
ナ
シ

・
＄
（（
集
付
）
続
後
―
ナ
シ

・
8
春
さ
へ
こ
ゆ
る
―
春
さ
え
き
ゆ
る

・
＄
（（
（
集
付
）
ナ
シ
―
同

・
＄
（（
鶯
そ
な
く
―
う
く
ひ
す
の
な
く

・
＄
（0
契
ら
ま
し
―
ち
き
る
ら
し

・
＄
（（
霞
そ
わ
た
す
―
か
す
み
そ
渡
る

・
101
雲
よ
り
う
へ
の
―
雲
よ
り
う
へ
に

・
112
（
集
付
）
ナ
シ
―
続
後

・
＄
114
（
集
付
）
―
ナ
シ

・
＄
114
遅
く
と
く
―
遅
く
と
き

・
＄
123
岸
の
柳
や
―
岸
の
柳
の

・
＄
131
神
な
み
の
―
神
な
ひ
の

・
＄
132
う
き
草
を
―
う
き
草
は

・
＄
133
岸峯
の
白
雲
―
嶺
の
白
雲

・
＄
142
春
雨
も
―
春
雨
の

・
＄
143
（
集
付
）
新
拾
―
ナ
シ

・
143
露
の
枕
も
―
露
も
枕
も

・
147
野
へ
の
み
と
り
の
―
の
へ
と
み
と
り
の

・
147
色
に
み
え
け
り
―
色
は
み
え
け
り

・
＄
148
ふ
る
野
の
か
り
い
ほ
―
ふ
る
の
か
り
い
）
1（
（

ほ

・
149
も
え
ぬ
ら
し
―
も
え
ぬ
ら
ん

・
149
旅
ね
の
庵
に
―
旅
ね
の
床
に

・
＄
153
（
集
付
）
続
拾
―
ナ
シ

・
155
別
な
は
―
わ
か
れ
て
は

・
＄
184
色
に
う
つ
ろ
ふ
―
色
そ
う
つ
ろ
ふ

・
＄
199
花
そ
知
け
る
―
花
そ
ち
り
け
る

・
211
御
代
な
れ
と
―
御
代
な
れ
は

・
＄
221
花
の
し
ら
浪
―
花
の
し
か
ら
み

・
221
懸
た
ら
む
―
か
け
た
は
）
11
（
む

・
＄
222
ふ
ま
て
は
人
を
―
ふ
ま
ね
は
人
を

・
＄
224
（
集
付
）
同
―
続
古

・
＄
233
す
む
へ
か
り
け
り
―
す
む
へ
か
り
け
る

・
＄
234
花
は
さ
へ
え
ぬ
―
は
な
は
さ
は
ら
ぬ

・
＄
243
（
集
付
）
続
後
―
ナ
シ

・
＄
246
（
集
付
）
同
―
ナ
シ

・
248
く
ち
な
し
に
―
く
ち
な
し
と）11
（

 

・
263
吉
野
川
―
芳
野
山

・
＄
264
川
浪
お
も
き
―
河
波
惜
き

　

次
に
系
統
内
の
本
文
の
関
係
性
を
確
認
す
る
。
表
5
は
表
3
と
同
じ
要

領
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
二
本
が
独
自
の
共

通
異
文
を
持
つ
例
は
そ
う
多
く
な
い
。
宮
書
・
内
昌
が
や
や
近
い
と
い
う

程
度
で
、
京
大
・
宮
書
に
至
っ
て
は
両
本
の
み
に
見
ら
れ
る
異
文
は
な

い
。（
春
部
ま
で
の
結
果
で
あ
る
か
ら
全
体
と
し
て
言
え
る
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
が
。）
こ
の
系
統
に
固
有
の
異
文
（
先
に
掲
げ
た
う
ち
＄
の

付
い
て
い
な
い
も
の
）
は
や
や
数
が
あ
る
も
の
の
、
系
統
内
で
は
本
文
が
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比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ

ら
く
現
存
伝
本
は
こ
の
系
統
の
祖
本
か
ら
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な
い
の
で

あ
ろ
う
。

　

続
い
て
各
本
の
本
文
の
性
格
を
確
認
す
る
。
表
2
に
よ
れ
ば
、
基
準
本

文
と
の
異
文
の
数
は
各
本
と
も
や
や
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
（
ロ
）

の
う
ち
こ
の
系
統
に
固
有
の
異
文
の
数
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ

る
。（
イ
）・（
ハ
）
は
ど
の
本
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
取
り
立

て
て
問
題
の
あ
る
本
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
宮
書
・
内
昌
に
共
通

す
る
異
文
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す

る
。

・ 

7（
嵐
に
か
こ
つ
―
山
風
か
こ
つ
（
宮
書
）
嵐（
マ
マ
）

　

か
こ
つ
（
内
昌
）

　

こ
れ
は
親
本
以
前
の
あ
る
段
階
で
「
に
」
を
脱
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

受
け
継
い
で
い
る
例
で
あ
る
。
一
方
、
京
大
は
こ
の
箇
所
を
き
ち
ん
と
書

写
し
て
い
る
。
夏
部
以
降
は
今
回
の
検
討
範
囲
外
で
あ
る
の
で
同
様
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
京
大
は
損
傷
の
少
な
い
時
点
で
写
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
系
統
の
伝
本
と
し
て
用
い
る
の
は
京
大
が

よ
い
で
あ
ろ
う
。
基
準
本
文
と
の
異
文
の
数
や
独
自
異
文
の
数
が
最
小
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
宮
書
・
内
昌
の
異
文
数
も
同
程
度
で
、
独

自
異
文
に
も
顕
著
な
差
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
使
用
し

て
も
問
題
は
な
い
。
た
だ
京
大
は
こ
の
系
統
で
唯
一
合
点
の
長
短
を
区
別

す
る
本
で
も
あ
る
か
ら
、
祖
本
の
形
態
を
よ
く
残
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
い
う
推
測
も
含
め
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
る
。

二
-四
、
第
四
系
統

　

ま
ず
第
四
系
統
に
特
有
の
本
文
を
確
認
す
る
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝

本
全
て
に
共
通
す
る
異
文
を
内
和
に
拠
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・（
題
目
録
題
）
ナ
シ
―
道
助
法
親
王
家
五
十
首
和
歌

・
＄
同
御
点
数
付
之
―
ナ
シ

・
＄
（
作
者
目
録
題
）
五
十
首
和
歌
―
ナ
シ

・ 

御
詠
―（
以
下
ノ
注
）
11
（

記
ア
リ
）
入
道
二
品
道
助
親
王
（
内
和
・
神
宮
・

群
書
）
入
道
二
品
道
助
法
親
王
（
青
道
）

・（
御
詠
ノ
歌
数
）
廿
二
首
―
二後鳥
羽
院
勅
点

十
二
首

・
常
盤
井
入
道
太
政
大
臣
―
常
盤
井
入
道
前
太
政
大
）
11
（

臣

・
＄
（
知
家
ノ
歌
数
）
二
首
―
三
首

・
＄
越
後
法
橋
俊
暹
子
八
幡
法
師
仁
隆
弟
子
―
ナ
シ

・（
覚
寛
ノ
歌
数
）
七
首
―
一
首

・
＄
俊
禅
―
俊
孫

・
＄
（（
ま
の
ゝ
つ
き
は
し
―
ま
ゝ
の
継
は
し

・
（（
中
空
に
―
な
か
天
も

・
＄
（（
霞
そ
わ
た
す
―
霞
そ

）
11
（

わ
た
るすイ

・
＄
8（
み
ち
の
へ
や
―
道
の
へ
の

・
88
匂
ふ
梅
か
え
―
に
ほ
ふ
梅
か
ゝ

・
100
山
辺
の
霞
―
朝
け
の
か
す
み

・
128
（
集
付
）
ナ
シ
―
新
続
古

・
＄
129
水
の
春
哉
―
水
の
色
哉

・
133
（
集
付
）
ナ
シ
―
新
続
古

・
199
花
そ
知
け
る
―
花
と
し
り
け
る
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・
＄
264
川
浪
お
も
き
―
河
波
お
し
き

　

次
に
系
統
内
の
本
文
の
関
係
性
を
確
認
す
る
。
表
6
は
表
3
と
同
じ
要

領
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
和
・
神
宮
の
一
致
数
が

最
も
多
く
、
内
和
・
青
道
、
神
宮
・
青
道
が
続
き
、
次
い
で
内
和
・
群

書
、
神
宮
・
群
書
と
な
っ
て
お
り
、
青
道
・
群
書
は
関
係
が
相
対
的
に
希

薄
で
あ
る
。
内
和
・
神
宮
・
青
道
が
歌
順
な
ど
か
ら
同
一
の
本
よ
り
発
生

し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
一‒二
節
で
述
べ
た
が
、
本
文
の
一
致
度
か

ら
も
そ
れ
が
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
内
和
・
青
道
と
神
宮
・
青

道
、
内
和
・
群
書
と
神
宮
・
群
書
の
異
文
の
一
致
数
が
そ
れ
ぞ
れ
同
程
度

で
あ
る
の
は
、
内
和
・
神
宮
が
共
通
し
か
つ
青
道
ま
た
は
群
書
と
一
致
す

る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
り
、
内
和
・
神
宮
は
祖
本
を
同
じ
く
す
る
三
本

の
中
で
も
特
に
関
係
が
深
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　

続
い
て
各
本
の
本
文
の
性
格
を
確
認
す
る
。
表
2
に
よ
れ
ば
、
基
準
本

文
と
の
異
文
の
数
は
こ
の
系
統
も
や
や
多
め
で
あ
る
。
最
小
で
も
青
道
の

五
十
一
例
で
、
神
宮
に
至
っ
て
は
百
例
を
超
え
て
い
る
。
神
宮
は
（
イ
）

の
数
を
引
い
て
も
七
十
例
以
上
は
あ
る
か
ら
、
該
本
の
独
自
異
文
の
み
が

原
因
な
の
で
は
な
い
。（
ロ
）
が
各
本
多
い
数
値
を
示
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
系
統
は
全
体
的
に
田
中
と
は
や
や
距
離
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
神

宮
・
群
書
は
他
系
統
の
伝
本
と
独
自
に
一
致
す
る
数
も
目
立
っ
て
お
り
、

群
書
は
後
述
す
る
が
、
他
系
統
の
伝
本
と
接
触
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
内
和
・
青
道
は
（
イ
）・（
ハ
）
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
系

統
の
本
文
と
し
て
は
安
定
し
て
い
る
方
で
あ
る
。

　

群
書
は
一‒二
節
に
奥
書
を
引
用
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
複
数
の
本
を

取
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
底
本
が
こ
の
系
統
の
本
で
あ
る

と
考
え
た
が
、
表
6
の
異
文
の
一
致
数
を
見
る
と
、
よ
り
具
体
的
に
言
え

ば
内
和
や
神
宮
系
の
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
本
文
作
成
時

に
使
用
し
た
伝
本
は
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
な
例
か
ら
、
第
一
系
統
と
第

二
系
統
の
伝
本
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
。

・
（0
風
を
う
す
み
―
風
に
う
す
み
（
早
大
・
斯
道
・
天
理
・
群
書
）

・
（9
ぬ
ひ
侘
か
ね
イて

（
群
書
）―
ぬ
ひ
か
ね
て
（
早
大
）

・
（（
な
か
ら
の
谷
は
―
な
か
ら
の
浜
は
（
早
大
・
斯
道
・
天
理
・
松
井
・

群
書
）

・    

71
に
ほ
ひ
は
深
き
―
に
ほ
ひ
そ
ふ
か
き
（
早
大
・
斯
道
・
天
理
・
松

井
・
群
書
）

・
166
程
は
く
も
ゐ
にも
を
の
れ
ま
た
イ

を
く
れ
ぬ
る
（
群
書
）―
ほ
と
は
雲
ゐ
も
を
の
れ
又

（
早
大
・
斯
道
・
天
理
）

・ 

201 

―
又
か
へ
りる
らこ
む
（
群
書
）―
又
か
へ
る
ら
ん
（
早
大
・
多
和
）

・ 

208 

春
は
も
ち
ひ
ぬ
―
春
は
も
ち
ゐ
ぬ
（
高
松
・
松
平
・
穂
久
・
群
書
）

・
255
ゐ
て
の
蛙
は
―
ゐ
て
の
か
は
つ
よ
（
早
大
・
斯
道
・
天
理
・
松
井
・

群
書
）

　

こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
（
ロ
）
の
う
ち
一
つ
の
系
統
の
み
が
共
通
す
る
異

文
を
持
つ
例
と
、
群
書
に
の
み
見
ら
れ
る
傍
書
が
他
本
の
本
文
と
一
致
す

る
例
で
あ
る
。
現
在
の
検
討
範
囲
か
ら
は
、
主
に
第
二
系
統
の
伝
本
を
用

い
、
第
一
系
統
に
属
す
る
本
も
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
結
論
づ
け

ら
れ
る
。（
た
だ
し
夏
部
以
降
に
は
第
三
系
統
の
伝
本
固
有
の
異
文
と
の

一
致
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。）

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
系
統
の
伝
本
と
し
て
用
い
る
の
は
青
道
を

用
い
る
の
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
基
準
本
文
と
の
異
文
の
数
が
一
応
最
も

少
な
い
の
が
青
道
で
あ
り
、
独
自
異
文
の
一
例
は
集
付
で
あ
り
本
文
に
は

独
自
の
も
の
が
な
い
。
夏
部
以
降
も
そ
う
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
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う
。
神
宮
は
独
自
異
文
に
よ
る
誤
り
が
極
め
て
多
く
注
意
を
要
す
る
し
、

群
書
は
前
述
し
た
よ
う
に
他
系
統
と
の
混
合
本
文
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
系

統
の
本
文
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
。

三
、
合
点
の
分
布
状
況

　

本
五
十
首
は
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
長
短
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
諸

本
は
群
書
を
除
い
て
合
点
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
布
は
錯
綜
し
て
い

る
。
諸
本
が
持
つ
作
者
目
録
に
載
る
合
点
数
と
、
各
本
の
実
際
の
合
点
数

を
示
し
た
も
の
が
表
7
で
あ
）
11
（
る
。
作
者
目
録
の
合
点
数
に
は
一
部
異
同
が

あ
る
が
、
田
中
ほ
か
大
多
数
の
伝
本
に
共
通
す
る
数
字
を
用
い
た
。
ま
た

合
点
の
長
短
を
区
別
す
る
本
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
明
確
で
な
い
箇
所
が

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
他
本
の
状
況
を
参
看
し
つ
つ
長
短
を
見

極
め
た
。
な
お
合
点
の
分
布
状
況
は
別
表
に
一
覧
し
て
示
し
た
の
で
、
適

宜
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
合
点
の
分
布
状
況
を
概
観

す
る
。

　

ま
ず
合
点
の
総
数
は
、
表
7
に
よ
れ
ば
、
目
録
の
数
と
全
く
同
数
の
合

点
を
持
つ
伝
本
は
存
在
し
な
い
。
総
数
と
し
て
非
常
に
近
い
の
は
第
二
系

統
に
属
す
る
田
中
・
早
大
で
あ
り
、
そ
の
差
は
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
と
際
立

っ
て
い
る
。
し
か
し
歌
人
別
の
数
を
見
て
み
る
と
、
四
人
の
数
に
違
い
が

あ
っ
て
、
単
純
に
数
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に

続
く
の
が
第
四
系
統
の
青
道
・
内
和
で
あ
り
、
青
道
は
目
録
の
数
と
異
な

る
歌
人
が
三
人
と
最
も
少
な
い
。
諸
本
か
ら
目
録
の
数
と
一
致
す
る
も
の

を
取
り
合
わ
せ
た
と
し
て
も
、
覚
寛
と
秀
能
の
歌
数
に
不
足
が
生
じ
て
し

ま
い
、
完
全
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
合
点
を
よ
く
残
し
て
い

る
系
統
は
、
系
統
ご
と
に
伝
本
数
が
異
な
る
の
で
単
純
な
比
較
は
で
き
な

い
も
の
の
、
第
四
系
統
は
目
録
と
の
差
が
十
未
満
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

第
二
系
統
で
も
合
点
の
長
短
を
区
別
し
て
い
る
本
は
、
比
較
的
よ
い
状
態

に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

合
点
の
総
数
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
目
録
に
見
え
る
数
が
真
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
や
、
当
初
か
ら
漏
れ
が
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
各
歌
人
が
詠
進
し
て
後
鳥
羽
院
が
合
点
を
付
し
た
と
き
の

形
と
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
形
は
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
形
態
が
変
わ
る
際
に
数
え
間
違
え
た
り
合
点
を
写
し
落
と
し
た
り
す

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
五
十
首
は
単
独
本
、
古
筆
切
い
ず
れ

も
題
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
五
十
首
が
提
出
さ
れ
て
合
点
を
付
し

た
と
き
は
歌
人
別
に
一
巻
ず
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
室
町

時
代
の
入
道
永
助
親
王
の
日
記
（
後
常
瑜
伽
院
御
室
日
記
）
に
「
光
台
院

五
十
首
和
歌
正
文
廿
二
巻
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
数
は
五
十
首
の
詠
進
人
数

と
一
致
す
る
か
ら
一
人
一
巻
を
当
て
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

し
、
本
五
十
首
末
尾
に
付
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
の
勅
書
に
は
「
五
巻
之
詠
」

と
あ
っ
て
、
五
巻
は
五
人
分
の
こ
と
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。

つ
ま
り
後
鳥
羽
院
が
合
点
を
付
し
た
の
は
、
個
々
人
が
詠
進
し
た
百
首
そ

れ
自
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
そ
の
後
題
別
に
ま
と
め
直
し
た

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
に
誤
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い

の
で
あ
る
。

　

次
に
長
合
点
を
見
て
み
る
と
、
合
点
の
長
短
を
区
別
し
て
い
る
の
は
七

本
あ
る
。
前
稿
で
は
田
中
し
か
長
短
の
実
情
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
七
本
の

内
訳
は
第
一
系
統
が
松
平
、
第
二
系
統
が
田
中
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・

多
和
、
第
三
系
統
が
京
大
で
、
第
四
系
統
は
合
点
数
が
よ
い
に
も
か
か
わ
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ら
ず
、
長
短
を
区
別
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
長
合
点
の
数
は
最
大
が

田
中
の
九
十
五
、
最
少
が
京
大
の
六
十
二
と
な
っ
て
い
て
、
か
な
り
の
違

い
が
あ
る
。
た
だ
歌
人
別
の
数
を
見
る
と
、
値
と
し
て
は
顕
著
な
差
が
あ

る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
か
ら
、
あ
る
程
度
絞
り
込
む
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
。
な
お
長
合
点
の
数
は
目
録
に
載
っ
て
い
な
い
た
め
、
い
く
つ

が
正
解
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

総
じ
て
合
点
は
、
書
写
の
際
に
脱
落
し
た
り
ず
れ
て
し
ま
っ
た
り
し

て
、
混
乱
の
生
じ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
本
五
十
首
も
同
じ
で
あ

っ
て
、
ど
れ
か
一
本
だ
け
を
使
っ
て
考
察
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
。
従
っ

て
い
く
つ
か
の
本
を
相
互
に
参
照
し
つ
つ
見
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
合
点

の
数
は
田
中
・
早
大
・
青
道
・
内
和
な
ど
に
拠
り
つ
つ
、
長
合
点
を
持
つ

本
を
も
用
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
道
助
法
親
王
家
五
十
首
の
伝
本
に
つ
い
て
の
基
礎
的
整
理

の
報
告
と
し
て
、
諸
本
を
分
類
し
、
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
、
合
点

の
分
布
状
況
を
示
し
た
。
諸
本
は
主
に
書
式
に
お
け
る
三
つ
の
基
準
に
よ

っ
て
、
四
つ
の
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
第
二
系
統

は
室
町
時
代
に
遡
り
得
る
系
統
で
あ
り
、
合
点
も
本
来
の
形
を
残
し
て
い

る
な
ど
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
本
文
・
合
点
と
も
に
特
定
の
系
統
や
伝
本

に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
優
劣
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
考
察
に
際
し
て
は
、
常
に
複
数
の
系
統
の
伝
本
を
比
較
参
照
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

本
来
、
伝
本
研
究
は
諸
本
全
て
を
こ
の
目
で
見
た
上
で
記
述
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
そ
う
し
た
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
本
稿
の
報
告
は
極
め
て

不
十
分
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん

本
意
で
は
な
い
の
だ
が
、
基
礎
的
な
整
理
と
し
て
は
一
定
以
上
の
こ
と
は

で
き
た
と
思
う
の
で
、
こ
れ
で
一
応
の
区
切
り
と
し
た
い
。
そ
も
そ
も
研

究
費
を
得
ら
れ
る
立
場
に
な
い
者
が
行
う
研
究
は
私
費
な
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
こ
に
は
当
然
限
界
が
あ
る
。
近
年
推
進
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
を
後
押
し
し
て
く
れ
、
今
回
の
調
査
に

お
い
て
も
多
大
な
恩
恵
を
受
け
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
や
は
り
実
地
調

査
が
必
要
と
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
然
る
べ
き
立
場
の
人
が
そ
の

責
務
を
果
た
し
て
、
こ
う
し
た
研
究
を
推
進
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
心
か

ら
思
う
。

注（1
）　

伝
藤
原
為
家
・
家
隆
筆
切
と
伝
甘
露
寺
親
長
筆
切
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て

は
田
中
登
「
光
台
院
五
十
首
に
お
け
る
歌
人
排
列
の
問
題
点
―
古
筆
切
を
手
が

か
り
に
―
」（『
古
筆
切
の
国
文
学
的
研
究
』、
風
間
書
房
、
一
九
九
七
、
初
出

一
九
九
四
）
及
び
別
府
節
子
「
自
詠
自
筆
の
和
歌
資
料
を
中
心
と
し
た
中
世
古

筆
資
料
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
十
六
、
二
〇
一
一
）
を
、
後
者
に
つ
い

て
は
徳
川
黎
明
會
編
『
鳳
凰
台
・
水
茎
・
集
古
帖
』（
徳
川
黎
明
會
叢
書
古
筆

手
鑑
篇
四
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
伝
為
家
・

家
隆
筆
切
は
、
上
記
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
い
く
つ
か
諸
所
に
存

在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
（
）　

今
回
分
類
で
き
な
か
っ
た
伝
本
は
、
前
稿
で
挙
げ
た
も
の
に
加
え
、
実
践
女

子
大
学
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
本
（
A
二
九
四
）
と
田
口
暢
之
氏
蔵
本
（
略

称
「
田
口
」）
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
適
宜
言
及
す
る
。

（
（
）　

前
稿
で
も
断
っ
た
よ
う
に
、
系
統
に
付
し
た
数
字
は
本
文
の
優
劣
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
。
掲
出
の
順
は
所
蔵
機
関
の
五
十
音
順
と
し
、
親
本
あ
る
い

は
そ
れ
に
近
い
世
代
の
本
が
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
＊
を
付
し
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て
続
け
て
掲
げ
、
版
本
は
末
尾
に
回
し
た
。

（
（
）　

掲
出
の
順
は
、
諸
本
の
関
係
性
を
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
書

式
が
類
似
す
る
も
の
を
近
く
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
一‒一
節

の
順
番
と
は
若
干
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。

（
（
）　

こ
れ
が
誰
で
あ
る
か
は
ま
だ
特
定
で
き
て
い
な
い
。

（
（
）　

631
・
630
の
順
で
あ
る
こ
と
は
除
い
て
列
挙
す
る
。
以
下
同
じ
。

（
7
）　

南
可
に
つ
い
て
は
上
野
洋
三
「
良
玄　

略
年
譜
」（『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構

築
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
、
初
出
一
九
九
三
）
な
ど
を
参
照
。

（
8
）　

田
中
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）　

堀
川
貴
司
「
新
収
資
料
一
覧
（
そ
の
三
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
五
十
四
、

二
〇
二
〇
）
参
照
。

（
10
）　
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
』
和
漢
書
之
部
第
五
参
照
。

（
11
）　

注
（
で
言
及
し
た
田
口
は
、
書
式
や
本
文
の
点
か
ら
、
早
大
と
同
一
の
本
よ

り
発
し
た
と
思
し
い
。
該
本
に
は
藤
原
某
か
ら
典
侍
局
へ
宛
て
た
書
状
の
写
が

付
い
て
お
り
、
本
五
十
首
の
概
要
や
詠
歌
の
手
本
と
な
る
こ
と
、
禁
裏
の
本
を

写
し
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
1（
）　

本
文
の
み
な
ら
ず
、
集
付
や
合
点
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
見

で
き
て
お
ら
ず
本
稿
で
は
紙
焼
写
真
か
ら
の
判
断
と
な
る
の
で
、
正
確
性
は
保

証
で
き
な
い
。

（
1（
）　
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
』
和
漢
書
之
部
第
二
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、「
永

宣
」
の
書
写
に
係
る
と
い
う
。

（
1（
）　

こ
の
続
千
載
集
所
収
歌
は
、
鎌
倉
時
代
成
立
の
私
撰
集
で
あ
る
雲
葉
集
（
秋

中
・
五
一
二
）
に
は
「
題
不
知
」
で
尊
快
法
親
王
（
後
鳥
羽
院
皇
子
）
の
歌
と

し
て
入
集
し
て
い
る
。
題
林
愚
抄
（
秋
三
・
四
一
八
九
）
に
は
続
千
載
集
を
典

拠
と
し
て
道
助
の
歌
と
し
て
採
っ
て
い
る
か
ら
、
流
布
し
て
い
た
続
千
載
集
で

は
道
助
の
歌
と
誤
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
・
官
位
表
記
の
不
統
一
な
ど

と
同
様
、
撰
者
の
二
条
為
世
が
こ
の
時
か
な
り
の
老
齢
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

か
。
な
お
勅
撰
作
者
部
類
（
小
川
剛
生
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
―
撰
歌
と
歌
人

社
会
―
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
七
）
所
収
翻
刻
に
拠
る
）
で
は
道
助
・
尊
快
と

も
に
続
千
載
集
へ
の
入
集
の
注
記
は
な
い
。

（
1（
）　

高
松
・
松
平
・
青
光
・
穂
久
・
早
大
・
山
岸
・
後
藤
・
京
大
・
宮
書
・
内

昌
・
内
和
・
青
道
が
該
当
す
る
。

（
1（
）　

神
点
・
多
和
・
天
類
・
樋
口
・
松
井
・
神
宮
が
該
当
す
る
。

（
17
）  

分
類
の
指
標
を
示
す
意
味
も
あ
る
の
で
、
煩
を
い
と
わ
ず
全
て
掲
げ
る
こ
と

に
し
た
。
＄
は
他
の
系
統
に
同
じ
異
文
を
有
す
る
伝
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
示

す
。
以
下
同
じ
。

（
18
）　

本
文
の
後
ろ
に
略
称
が
付
い
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
伝
本
の
本
文
で
あ
る
こ

と
を
表
す
。（
複
数
あ
る
場
合
は
最
初
に
掲
げ
た
伝
本
に
拠
る
。）
特
に
略
称
が

な
い
場
合
は
、
傍
線
を
付
し
た
伝
本
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
た
。
以
下
同
じ
。

（
19
）　

青
光
は
「
え
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
ら
」
と
す
る
。

（
（0
）　

朱
に
よ
る
異
同
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
除
い
て
示
し
た
。
以
下
同

じ
。

（
（1
）　

京
大
は
「
ふ
る
の
ゝ〻
か
り
い
ほ
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
（（
）　

京
大
は
「
ら
」
の
上
に
「
は
」
を
重
書
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
（（
）　

京
大
は
「
く
ち
な
し
の
」
の
「
の
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
と
」
と
す
る
。

（
（（
）　

内
和
・
神
宮
・
群
書
は
小
字
注
記
と
し
、
青
道
は
傍
書
と
す
る
。

（
（（
）　

内
和
・
神
宮
・
群
書
は
傍
書
で
は
な
く
小
字
注
記
と
す
る
。

（
（（
）　

神
宮
は
傍
書
を
持
た
な
い
。

（
（7
）　

一
‒
一
節
で
は
分
類
の
対
象
と
で
き
な
か
っ
た
久
保
田
淳
氏
蔵
本
（
略
称

「
久
保
」）
は
日
本
古
典
文
学
会
編
『
新
撰
六
帖　

御
室
五
十
首　

光
台
院
五

十
首
』（
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
十
五
、
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
八
一
）
に

掲
載
さ
れ
る
合
点
表
に
基
づ
い
た
。
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表
1　
主
要
書
式
一
覧

内
題

作
者
目
録
位
置

作
者
位
置

歌
の
御
詠
表
記

合
点
長
短

山
家
月
題

下
注
記

題
者
点
者

（（0/（（1
の
順

良
宗

注
記

第一系統

高
松

光
台
院
五
十
首

題
と
歌
の
間

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
無

有
無

無
有

御
詠
注
記
も
（（0/（（1

有

青
光

五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
無

有
無

無
有

御
詠
注
記
も
（（0/（（1

有

穂
久

五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
無

有
無

無
有
 

御
詠
注
記
も
（（0/（（1

有

松
平

五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間
 

一
段
組
み

歌
前

有
無
 

途
中
か
ら
有

無
有
 

御
詠
注
記
も
（（0/（（1

有

神
点

五
十
首
和
歌

題
な
く
歌
の
前

初
春
題
は
歌
下
、
以
降
無

有
無

無
題
者
の
み

（（0/（（1
無

第二系統

田
中

五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間

歌
下

初
春
題
の
み

有
無

有
（（1/（（0

無

山
岸

五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間
 

一
段
組
み

歌
下

無
有

無
有

（（1/（（0
無

後
藤

五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間
 

一
段
組
み

歌
下

無
有

無
有

（（1/（（0
無

松
井

五
十
首
和
歌

題
の
前

歌
下

無
無

無
有

（（1/（（0
無

斯
道

五
十
首
和
歌

題
の
前

歌
下

無
無

無
有

（（1/（（0
無

天
理

五
十
首
和
歌

題
の
前

歌
下

無
無

無
有

（（1/（（0
無

早
大

光
台
院
五
十
首
和
歌

題
の
前

歌
前

無
有

無
有

（（1/（（0
無

多
和

五
十
首
和
歌

無
（
初
春
題
歌
が
兼
ね
る
）
初
春
題
は
歌
前
、
以
降
歌
下
雪
中
鶯
題
ま
で

有
有

（
校
合
カ
）

有
（（1/（（0

無

天
類

光
台
院
五
十
首
和
歌

無
（
初
春
題
歌
が
兼
ね
る
）  

点
数
は
末
尾

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
歌
下

有
無

無
有

（（1/（（0
無

樋
口

光
台
院
五
十
首
和
歌

無
（
初
春
題
歌
が
兼
ね
る
）  

点
数
は
末
尾

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
歌
下

有
無

無
有

（（1/（（0
無

第三系統

京
大

光
台
院
殿
五
十
首
和
歌

末
尾

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
歌
下
 

途
中
か
ら
無

有
有

有
無

（（1/（（0
無

宮
書

光
台
院
殿
五
十
首
和
歌

末
尾

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
歌
下

有
無

有
無

（（1/（（0
無

内
昌

光
台
院
殿
五
十
首
和
歌

末
尾

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
歌
下

有
無

有
無

（（1/（（0
無

第四系統

内
和
道
助
法
親
王
家
五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間

歌
下

初
春
題
の
み

無
無

無
（（1/（（0

無
青
道
道
助
法
親
王
家
五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間

歌
下

初
春
題
の
み

無
無

無
（（1/（（0

無
神
宮
道
助
法
親
王
家
五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間

歌
前

初
春
題
の
み

無
無

無
（（1/（（0

無
群
書
道
助
法
親
王
家
五
十
首
和
歌

題
と
歌
の
間

初
春
題
は
歌
前
、
以
降
無

有
合
点
無

無
有

（（1/（（0
無

歌
の
御
詠
表
記
：
道
助
法
親
王
の
歌
の
作
者
欄
に
「
御
詠
」
と
あ
る
か
否
か
。

良
宗
注
記
：「
良
宗
案
」
で
始
ま
る
注
記
を
持
つ
か
否
か
。
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表 2　田中との異文の数

イ ロ ハ 総数

第
一
系
統

高松 11 （0 1 （（
松平 11 （9 （ （（
神点 （7 （（ 10 7（
青光 （（ （8 （ 88
穂久 （ 1（ 7 （7

第
二
系
統

斯道 （ 7（ （ 77
天理 （ 7（ 0 79
早大 （（ 7（ （ 101
山岸 （ （9 1 （（
後藤 （ （9 0 （（
多和 （（ （（ （ （（
天類 1 10（ 1 10（
樋口 （ 10（ 0 110
松井 （9 （（ 8 1（1

第
三
系
統

京大 1 （（ （ （7
宮書 （ （7 （ （（
内昌 （ （0 0 （（

第
四
系
統

内和 （ （9 0 7（
神宮 （9 （（ 11 1（（
青道 1 （（ （ （1
群書 19 （（ （（ 8（

イ：独自異文
ロ： 系統内の少なくとも一本以上の他
本と一致するもの

ハ： 他系統に見られる異文と単独で一
致するもの

表 3　�第一系統内で他本と一致　　
する異文の数

高松
松平 11 松平
神点 （ （ 神点
青光 7 （9 1（ 青光
穂久 11 9 （ （

表 4　第二系統内で他本と一致する異文の数

斯道
天理 71 天理
早大 （8 71 早大
山岸 （（ （7 （7 山岸
後藤 （（ （7 （7 （（ 後藤
多和 11 1（ 1（ 1（ 1（ 多和
天類 1（ 1（ 1（ 1（ 1（ 10 天類
樋口 1（ 1（ 1（ 1（ 1（ 10 10（ 樋口
松井 （8 （9 （8 （（ 19 1（ 17 18

表 ５　�第三系統内
で他本と一
致する異文
の数

京大
宮書 0 宮書
内昌 （ （

表 6　第四系統内で他本
と一致する異文の数

内和
神宮 （0 神宮
青道 （（ （1 青道
群書 1（ 1（ 1
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表
７　
合
点
数

目
録

第
一
系
統

第
二
系
統

第
三
系
統

第
四
系
統

高
松

松
平

神
点
青
光
穂
久

田
中

斯
道
天
理

早
大

山
岸

後
藤

多
和

天
類
樋
口
松
井

京
大

宮
書
内
昌
内
和
神
宮
青
道
久
保

全
体
長

全
体
長

全
体
長
全
体
長
全
体
長
全
体
長

全
体
長

道
助

（（
19

（1
7

19
19

19
（（

9
（（

（（
（（

8
（1

8
（1

8
（0

9
（（

（（
（1

（（
7

（（
（（

（（
（（

（（
（0

公
経

9
8

8
1

9
9

9
9

1
8

8
9

0
9

1
9

1
8

1
8

8
8

8
1

8
8

8
8

9
8

実
氏

7
7

8
0

（
7

7
7

1
7

7
7

1
7

1
7

1
7

（
（

（
（

7
0

7
7

（
（

（
（

定
家

（7
（7

（（
1（

（8
（（

（8
（7

1（
（（

（（
（7

11
（7

1（
（7

1（
（（

1（
（（

（（
（（

（（
1（

（（
（（

（7
（7

（7
（（

雅
経

19
（0

18
9

19
19

18
19

1（
18

18
19

9
19

1（
19

1（
19

1（
17

17
18

18
8

17
17

19
19

19
18

家
衡

1
0

1
1

1
（

1
（

0
1

1
（

0
1

1
1

1
（

1
0

0
（

1
0

1
1

1
1

1
1

家
隆

（8
（8

（（
1（

（7
（（

（（
（8

19
（8

（8
（8

1（
（（

1（
（（

1（
（7

17
（7

（7
（（

（8
1（

（7
（7

（7
（7

（8
（（

保
季

（
（

（
0

（
（

（
（

0
（

（
（

0
（

1
（

1
（

0
（

（
（

（
1

（
（

（
（

（
（

知
家

（
（

（
1

1
（

（
（

1
1

1
（

1
（

1
（

1
（

1
（

（
（

1
0

1
1

（
（

（
（

定
範

7
7

7
1

7
7

7
7

（
7

7
7

1
7

1
（

1
7

1
（

（
（

7
（

（
（

7
（

7
7

範
宗

（
（

（
1

（
（

（
（

1
（

（
（

1
（

1
（

1
（

1
（

（
（

（
1

（
（

（
（

（
（

信
実

（
（

（
0

（
（

（
（

0
（

（
（

0
（

0
（

0
（

0
（

（
（

（
0

（
（

（
（

（
（

行
能

1
1

1
0

1
1

1
1

0
1

1
1

0
1

0
1

0
1

0
1

1
1

1
0

1
1

1
1

1
1

幸
清

11
10

11
8

10
11

10
11

9
11

11
11

8
10

8
10

8
10

8
10

10
10

11
7

9
11

11
11

11
11

覚
寛

7
7

7
1

（
7

7
7

（
7

7
7

（
7

（
（

（
（

（
（

（
（

7
（

（
7

（
（

（
7

隆
昭

1（
1（

1（
（

1（
1（

1（
1（

（
1（

1（
1（

（
1（

（
1（

（
1（

（
1（

1（
1（

1（
（

11
1（

1（
1（

1（
1（

経
乗

（
（

（
1

（
（

（
（

1
（

（
（

1
（

1
（

1
（

1
（

（
（

（
0

（
（

（
（

（
（

家
長

（
（

（
0

（
（

（
（

0
（

（
（

0
（

0
（

0
（

0
（

（
（

（
0

（
（

（
（

（
（

光
経

（
（

（
0

（
（

（
（

0
（

（
（

0
（

0
（

0
（

0
1

1
（

（
0

（
（

（
（

（
（

孝
継

8
8

8
（

7
8

8
8

（
8

8
8

（
8

（
8

（
8

（
7

7
8

8
1

8
8

8
7

8
7

秀
能

（8
（（

（（
10

18
（0

（（
（7

1（
（（

（（
（7

8
（（

9
（（

9
（（

9
1（

1（
（（

（（
（

（1
（（

（7
（7

（7
（（

俊
禅

（
（

7
0

（
（

（
（

1
（

（
（

1
（

1
（

1
（

1
（

（
（

（
1

（
（

（
（

（
（

計
（（0

（07
（0（

78
19（

（0（
（0（

（19
9（

（07
（07

（18
7（

（1（
8（

（08
8（

（0（
87

179
180

19（
（11

（（
197

（0（
（1（

（10
（1（

（0（

目
録
の
数
字
と
一
致
し
な
い
も
の
に
色
を
付
け
た
。
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別
表　

合
点
一
覧　

・
空
欄
は
合
点
が
あ
り
、
×
は
な
い
こ
と
を
表
す
。　

 

・ 
合
点
が
長
い
も
の
は
「
長
」、
他
本
に
あ
る
合
点
を
移
し
た
も
の
は

「
イ
」
と
し
た
。

＊
1　
（
朱
書
）「
イ
ニ
無
点
」。

＊
（　
「
此
無
イ
ニ
有
」。

＊
（　

合
点
を
付
け
た
後
に
白
で
抹
消
す
る
。

＊
（　
「
此
点
イ
本
ニ
ア
リ
」。

＊
（　

887
に
合
点
を
付
す
も
白
で
抹
消
す
る
。

＊
（　
「
イ
ニ
無
点
」。

＊
7　
（
朱
カ
）「
イ
」。
墨
合
点
の
上
に
朱
合
点
を
重
ね
る
か
。

＊
8　

朱
合
点
か
。

＊
9　
（
朱
カ
）「
イ
ナ
シ
」。

＊
10　

墨
合
点
の
上
に
朱
合
点
を
重
ね
る
か
。

＊
11　
「
イ
ナ
シ
」（
朱
墨
不
明
）。

＊
1（　
「
イ
ニ
点
ナ
シ
」。

＊
1（　

合
点
が
あ
る
が
消
去
記
号
の
よ
う
な
も
の
を
付
す
。

＊
1（　

朝
時
雨
題
の
歌
自
体
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
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作
者

隆
秀

道
公

実
定

雅
衡

隆
経

秀
道

定
隆

保
範

宗
雅

道
公

実
定

雅
隆

範

歌
番
号

7
（1

（（
（（

（（
（（

（7
（8

（9
（9

（（
（（

（8
（1

（（
（（

（（
71

89
90

91
9（

9（
9（

98

第一

高
松

×
×

×
×

松
平

×
×

×
×

×
×

長
×

長
×

長

神
点

×
×

×
×

青
光

×
×

×
×

×
×

×

穂
久

×
×

×
×

第二

田
中

長
長

×
長

長
長

長
×

×
長

長
×

長
長

斯
道

×
×

×
×

×
×

天
理

×
×

×
×

×
×

早
大

長
長

×
長

×
*1

×
×

×
*1

長

山
岸

長
×

長
長

×
長

×
×

長
長

×
長

長

後
藤

長
長

×
長

長
×

長
×

×
長

長
×

長
長

多
和

長
長

×
長

×
長
*7
長
*7

*7
長
*7

×
×

*8
長

*8
*8

×
*8

長
*9

長

天
類

×
×

×
×

×

樋
口

×
×

×
×

×

松
井

×
×

×
×

×
×

第三

京
大

長
×

×
長

×
×

長
×

×
長

宮
書

×
×

×
×

×
×

×

内
昌

×
×

×
×

×
×

×

第四

内
和

×
×

×
×

×

神
宮

×
×

×
長

×
×

青
道

×
×

×
×

久
保

×
×

×
×

×
×

×



─（8─

作
者

覚
昭

孝
秀

定
道

昭
秀

道
定

雅
衡

宗
孝

俊
道

定
雅

衡
隆

宗
秀

定
隆

覚

歌
番
号

10（
10（

108
109

11（
1（（

1（8
1（（

1（（
1（8

1（9
1（0

1（（
17（

17（
177

180
181

18（
18（

187
197

（0（
（0（

（1（

第一

高
松

×
×

松
平

×
長

×
長

×
長

長
×

長
×

×
長

長
長

長

神
点

×
×

×
×

×
×

×

青
光

×
×

×
×

×
×

穂
久

×
×

×
×

第二

田
中

長
長

×
長

長
長

×
長

×
長

長
長

斯
道

×
×

×
×

天
理

×
×

×
×

早
大

長
長

×
長

長
長

×
長

×
×

長
長

長

山
岸

長
長

×
長

長
長

×
長

×
長

×
長

長

後
藤

長
長

×
長

長
長

×
長

×
長

×
長

長

多
和

長
長

×
長

長
長

×
長
*8

長
×

長
*9
長
*8

長
長

長

天
類

×
×

×
×

×
×

×
×

×

樋
口

×
×

×
×

×
×

×
×

×

松
井

×
×

×
×

×

第三

京
大

×
×

×
×

長

宮
書

×
×

×
×

×
×

内
昌

×
×

×
×

第四

内
和

×
×

×

神
宮

×
×

×
×

青
道

×
×

×

久
保

×
×

×
×

×



─（9─

作
者

秀
公

実
定

隆
昭

道
定

雅
隆

経
孝

秀
秀

定
道

実
定

隆
覚

秀
雅

昭
道

定

歌
番
号

（19
（（（

（（（
（（（

（（7
（（（

（（（
（（（

（（7
（（9

（（9
（（（

（（（
（（1

（78
（97

（99
（00

（0（
（11

（17
（（（

（（（
（（1

（（（

第一

高
松

×
×

×
×

×
×

松
平

×
×

長
×

長
長

×
×

長
長

×
長

×
長

長
長

長

神
点

×
×

×
×

×
×

×

青
光

×
×

×
×

×
×

×

穂
久

×
×

×
×

×
×

×

第二

田
中

×
長

長
長

長
×

×
×

長
長

長
長

斯
道

×
×

×
×

×
×

天
理

×
×

×
×

×
×

早
大

イ
*（

長
長

長
長

×
×

×
長

長
長

長

山
岸

×
長

長
長

長
×

×
×

長
長

長
長

後
藤

×
×

長
長

長
長

×
×

×
長

長
長

長

多
和

×
長

長
長

長
×

長
*8

×
×

長
長

長
長

天
類

×
×

×
×

*1（
×

樋
口

×
×

×
×

*1（
×

松
井

×
×

×
×

×
×

第三

京
大

×
長

長
長

長
長

×
×

×
×

宮
書

×
×

×
×

×
×

×
×

内
昌

×
×

×
×

×
×

第四

内
和

×
×

×
×

×
×

神
宮

×
×

×
×

×
×

青
道

×
×

×
×

×
×

久
保

×
×

×
×

×
×

×



─（0─

作
者

雅
隆

秀
道

定
雅

隆
経

秀
定

道
実

定
隆

保
昭

光
孝

秀
道

定
隆

保
知

昭

歌
番
号

（（（
（（7

（（1
（（（

（（（
（（7

（（9
（79

（8（
（88

（07
（09

（10
（1（

（1（
（（（

（（（
（（（

（（7
（（9

（（（
（（（

（（（
（（7

（（（

第一

高
松

×
×

×
×

松
平

長
長

長
長

長
長

×
長

長
×

長
長

長
×

長
長

神
点

×
×

×
×

青
光

×
×

×
×

穂
久

×
×

×
×

第二

田
中

×
長

長
長

長
長

×
長

長
長

長
長

×
長

長

斯
道

×
×

×

天
理

×
×

×

早
大

×
長

長
長

長
長

長
長

長
長

×
*（

長
長

山
岸

×
長

×
長

長
長

×
長

長
長

長
長

×
長

長

後
藤

×
長

×
長

長
長

×
長

長
長

長
長

×
長

長

多
和

×
長

長
*8

長
長

長
×

長
長

長
長
*8

長
長

長
*8
長
*9

長

天
類

×
×

×
×

樋
口

×
×

×
×

松
井

×
×

×
×

×

第三

京
大

×
長

×
長

長
長

長
×

長

宮
書

×
×

×
×

×

内
昌

×
×

×

第四

内
和

×
×

×

神
宮

×
×

×

青
道

×
×

×

久
保

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×



─（1─

作
者

定
幸

秀
定

雅
秀

道
雅

隆
範

宗
孝

秀
実

定
雅

衡
隆

秀
道

隆
宗

幸
昭

光

歌
番
号

（（（
（（（

（71
（7（

（77
（9（

（9（
（99

（01
（0（

（0（
（1（

（1（
（19

（（0
（（1

（（（
（（（

（（7
（（9

（（（
（（9

（（（
（（（

（（7

第一

高
松

×
×

松
平

長
長

長
長

長
長

×
長

×
長

長

神
点

×
×

×
×

×

青
光

×
×

穂
久

×
×

第二

田
中

長
長

長
長

長
長

長
×

長
長

×
長

長

斯
道

×
×

天
理

×
×

早
大

長
長

長
長

長
長

長
×

長

山
岸

長
長

長
長

長
長

長
×

長
長

×
長

長

後
藤

長
長

長
長

長
長

長
×

長
長

×
長

長

多
和

長
長

長
長

長
*10

長
長

×
長

長
×

長
長

天
類

×
×

×
×

×
×

×
×

樋
口

×
×

×
×

×
×

×
×

松
井

×
×

第三

京
大

長
長

長
長

×
長

長
×

長

宮
書

×
×

×
×

内
昌

×
×

×
×

第四

内
和

×
×

神
宮

×
×

×
×

青
道

×
×

久
保

×
×



─（（─

作
者

秀
俊

定
幸

公
実

定
隆

範
昭

経
家

光
秀

公
雅

衡
隆

保
行

昭
経

秀
俊

隆

歌
番
号

（（9
（（0

（（（
（7（

（8（
（8（

（8（
（89

（9（
（98

（99
700

701
70（

70（
709

710
711

71（
717

7（0
7（1

7（（
7（（

7（（

第一

高
松

×
×

×
×

松
平

長
×

×
長

長
×

長
×

×

神
点

×
×

×
×

×
×

青
光

×
×

×
×

×

穂
久

×
×

×
×

×
×

第二

田
中

長
×

長
長

長
長

長
長

長
長

斯
道

×
×

天
理

×
×

早
大

長
×

長
長

長
×

長

山
岸

長
×

×
長

長
長

長
×

長
×

長

後
藤

長
×

×
長

長
長

長
×

長
×

長

多
和

長
×

*8
長

長
長

長
長

長
×

長

天
類

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

樋
口

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

松
井

×
×
*1（

×
×

×
×

×
×

×
×

×

第三

京
大

長
×

長
長

長
長

長
長

×
長

長

宮
書

×
×

×
×

内
昌

×
×

×

第四

内
和

×
×

×

神
宮

×
×

×

青
道

×
×

×

久
保

×
×



─（（─

作
者

光
孝

秀
道

定
幸

覚
秀

俊
公

定
雅

隆
保

秀
俊

道
定

秀
幸

定
隆

保
昭

俊

歌
番
号

7（（
7（（

7（7
7（9

7（（
7（（

7（（
7（9

770
77（

77（
77（

777
778

791
79（

79（
79（

81（
8（8

8（0
8（（

8（（
8（（

8（8

第一

高
松

×
×

×
×

松
平

長
長

×
長

×
長

長
長

長
長

神
点

×
×

×
×

×
×

青
光

×
×

×
×

穂
久

×
×

×
×

×

第二

田
中

×
長

長
長

長
×

長
×

長
長

長

斯
道

×
×

×
×

天
理

×
×

×
×

早
大

×
長

長
長

×
長

イ長*（
長

長

山
岸

×
長

長
×

長
長

×
長

長
長

後
藤

×
長

長
×

×
長

長
×

長
長

長
×

多
和

×
長

長
長
*8
長
*8

長
×

長
×

長
*11

長
長

天
類

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

樋
口

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

松
井

×
×

×

第三

京
大

×
長

長
長

長
×

長
長

×
長

長

宮
書

×
×

×

内
昌

×
×

×

第四

内
和

×
×

神
宮

×
×

青
道

×
×

久
保

×
×

×



─（（─

作
者

公
雅

幸
孝

道
公

定
雅

幸
昭

定
隆

幸
昭

孝
秀

俊
道

雅
隆

知
信

昭
道

公

歌
番
号

8（0
8（（

87（
878

881
88（

88（
88（

89（
89（

90（
909

91（
918

9（（
9（（

9（（
9（（

9（9
9（1

9（（
9（（

9（0
9（7

9（8

第一

高
松

×
×

×
×

松
平

長
長

長
×

長
長

長
長

×
長

神
点

×
×

×
×

青
光

×
×

×
×

穂
久

×
×

×

第二

田
中

長
長

長
×

長
長

長
長

×
×

長
長

斯
道

×
×

×

天
理

×
×

×

早
大

長
長

長
長

*（
長

長
長

×
×

長

山
岸

長
長

長
×

長
長

長
長

×
×

長

後
藤

長
長

長
×

長
長

長
長

×
×

長

多
和

長
長

長
長
*8

長
長

長
長

×
×

長

天
類

×
×

×

樋
口

×
×

×

松
井

×
×

×
×

第三

京
大

長
長

長
×

長
長

長
×

×
長

長

宮
書

×
×

×
×

×

内
昌

×
×

×
×

第四

内
和

×
×

×
×

神
宮

×
×

×
×

青
道

×
×

×

久
保

×
×

×



─（（─

作
者

定
隆

幸
孝

道
雅

隆
範

信
覚

家
道

雅
隆

幸
覚

家
孝

道
実

隆
範

覚
昭

家

歌
番
号

9（0
9（（

9（0
9（（

9（9
97（

97（
978

980
98（

98（
991

99（
997

100（
100（

1008
1010

101（
101（

1019
10（（

10（7
10（8

10（0

第一

高
松

×
×

×
×

×

松
平

長
長

長
長

長
長

長
×

長
長

神
点

×
×

×

青
光

×

穂
久

×
×

第二

田
中

長
長

長
長

長
長

長
長

×
長

長
長

長

斯
道

×
×

×
×

天
理

×
×

×
×

早
大
長
*（

長
×

長
長

長
長

長
×

長
長

長
長

山
岸

長
長

長
長

長
長

長
長

×
長

長
長

長

後
藤

長
長

長
長

長
×

×
長

長
×

長
長

長
長

多
和

長
長

*9
長

長
長

長
長

*9
×

長
長

長
*8

長

天
類

×
×

×
×

樋
口

×
×

×
×

松
井

×
×

×
×

第三

京
大

長
長

×
長

長
長

長
長

×
×

長
長

長

宮
書

×
×

×

内
昌

×
×

×

第四

内
和

×

神
宮

×
×

青
道

×

久
保

×
×



─（（─

作
者

秀
俊

道
実

定
雅

隆
保

範
幸

昭
秀

道
定

雅
隆

知
範

秀

歌
番
号

10（（
10（（

10（（
10（7

10（8
10（9

10（1
10（（

10（（
10（8

10（0
10（（

10（7
10（0

10（1
10（（

10（（
10（（

1077

第一

高
松

×
×

松
平

×
長

長
長

長
長

×
×

神
点

×
×

青
光

×
×

穂
久

×
×

第二

田
中

長
長

長
長

長
長

×
長

斯
道

×
×

×

天
理

×
×

×

早
大

長
長

長
長

長
×

山
岸

長
長

長
長

×

後
藤

長
長

長
長

×

多
和

長
*8

長
長

長
長

長
×

*8

天
類

×
×
*1（

樋
口

×

松
井

×
×

第三

京
大

長
長

長
長

×
×

宮
書

×
×

内
昌

×
×

第四

内
和

×

神
宮

×

青
道

×

久
保

×

（
お
お
た
・
か
つ
や
）


